【造園工事業】

職種：造園企画　　職務：仕上がりの品質管理

【概要】

造園工事および維持管理作業の引き渡し後の状態を把握し、自社の品質をチェックし、また、その後の造園空間が適切な状態に保たれるよう適切な対応を提案・実施する仕事である。

【仕事の内容】

　自社が受注した造園工事および維持管理作業の結果を確認し、意図した状態に業務が終了しているかを確認する仕事である。基本的にはこの確認作業は、現場代理人や主任技術者によって実施されるが、業務の仕様を満たすだけでなく、自社の特徴や強みが発揮できているかという第三者的な視点で仕上がりの品質を確認する。

また、造園工事および維持管理作業の特徴として、植物の生長とともに造園空間が変化していくことから、デザインが意図した空間を維持または育て上げていくための維持管理計画を策定することも重要な仕事である。

さらに、仕上がりに対する顧客および造園空間の利用者の満足度を把握し、自社のレベル向上の支援をすることや、満足度の把握を通して顧客との信頼関係を築き、営業職務が担当する継続受注を支援する役割ももっている。
【求められる知識・経験・能力】

· 造園に係る作業内容を熟知した上で、仕上がりを第三者的に見ることができる能力が求められる。

· 作庭者が意図した造園空間のデザインが仕上がりに反映されているかを見ることができ、不具合が生じている場合は、施工管理職務および現場管理職務と連携し、適切な対策を実施する必要があることから、不適切な箇所について的確に説明できる能力や円滑なコミュニケーションをとれる対人能力が必要である。

· このため、本職務に従事する人材は、ある程度の規模の現場を経験し、工事全体を把握し、個別の施工技術についても広い知識を有していることが必要である。
【関連する資格・検定等】

職業能力開発促進法に基づく技能検定

・造園技能士(1級、２級、３級)［厚生労働省、都道府県、中央職業能力開発協会］

建設業法に基づく国家資格

・監理技術者［財団法人　全国建設研修センター、財団法人　建設業振興基金　他］

・造園施工管理技士（１級、２級）［財団法人　全国建設研修センター］

・土木施工管理技士（１級、２級）［財団法人　全国建設研修センター］

民間資格

・造園基幹技能者［社団法人　日本造園組合連合会、社団法人　日本造園建設業協会］

・樹木医［財団法人　日本緑化センター］　等
【平成11年度改訂・労働省編職業分類（小分類）との対応】

０５２　土木技術者　

０５２－９９　他に分類されない土木技術者
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